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剤 5 0 0 m g 1 4 日間内服 し
,

2 - 3 コ ー ス 目は D 5 か

ら C 剤 1 0 0 m g 5 日間を併用 し た .

【結果】( 1) M 剤単独 ( 1 コ ー

ス 目) で は排卵

誘発 が不可能 で あ っ た . ( 2) M 剤＋ C 剤 の 併用

(2
-

3 コ ー

ス 目) で は, イ ン ス リ ン抵抗性を改善

し
,

l l / 1 3 症例 ( 8 5 % )
,

1 4/ 2 5 周期 ( 5 6 % ) に

排卵を認め
,
1 例 が妊娠 した . ( 3) 卵巣過剰刺激

症候群や M 剤 による副作用は 1 例もな か っ た
.

【結論】 M 剤 は C 剤と の 併用 により
,
C 剤無効

P C O S の 排卵障害を改善する が
, 有効な投与法等

に つ い て さら なる検討が必要である .

1 9　当科における血管再生治療の現状
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循環器学分野

【目的】 血行再建不可能 な閉塞性動脈硬化症 ･

ビ ュ ル ガ ー 病の 8 例 に 対 し骨髄細胞移植 ( B M I)

を施行 し
, 効果不十分な 2 例 , 両側 に病変をも つ

1 例対 し て
,

B M I 後 に 末梢血単核球移植 ( P B C I)

を追加 し た の で
,

そ の 結果を報告する .

【対象】 安静時痩痛や潰癌を有する F o n t ai n e 分

類 Ⅲ I Ⅳ度の 患者 で
, 担癌患者 で は な い こ と

, 冠

動脈に有意狭窄がな い こ とを確認 し て い る .

【結 果】 B M I に よ っ て
,
足 関節上腕 血圧比 は

0 .7 4 ± 0 .1 5 か ら 0 .8 5 ± 0 .
1 5 へ

,
組織 酸 素 分圧

(T c O 2) は 2 6 ± 6 か ら 3 5 ± 5 m 皿 H g へ 上昇 し
,

全例自覚症状も しく は潰癌の 改善を得 た. さら に
,

P B C I を追加 し た 3 例 に お い て も
,

B M I 後 に上昇

した T c O 2 の 更なる改善を認め た.

【まと め】 B M I は
,
難治性下肢虚血患者 に対 し

て 有効 で あ っ た . ま た
,

P B C I を用 い た追加治療

も有効と考えられた
.
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症例は 30 歳女性.
1 99 6 年下肢 の皮下出血 で近

医を受診 し
,
I T P と診断 された

. 抗核抗体が陽性

であ っ た
. 1 9 9 9 年 7 月 1 2 日, 上腹部痛, 微熱

,
悪

心 ･ 嶋吐が出現 し 1 8 日
, 近医に入院 . 下痢と腹部

膨満感も出現 し
,
7 月 3 1 日 の C T で 腹水と腸管浮


